
【UN カートンの選択までの流れ】 
 
① 梱包される危険物のＵＮ番号及び危険等級（Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの 3 種の内のいずれか）を確認。 
② 輸送方法は船便か航空便かを確認。（それぞれ規則書が違うため） 
③ １梱包あたりの可能梱包重量を確認（①と②より包装基準から確認） 
④ ＵＮカートン各種の梱包可能重量とグロス重量、内寸法などより製品を選択。 
⑤ 必要な場合、危険物ラベルの選択とオプションより内袋やバーミキュライト、テープを

選択。 
⑥ ＵＮカートンの番号選択後に数量と送り先をご連絡下さい。 

 

「例として UN2735 を梱包する場合」 
 
危険物番号：UN2735 
危険等級：等級Ⅲ 
輸送方法：航空便 

微 量 危 険 物 の 量

（E0,E2,E3） 

 Y の項目は少量危険物 
包装基準番号とその量 

航空危険物規則書第 62 版より 

 
UN2735のⅢを確認すると 

ﾗﾍﾞﾙはクラス８ Corrosive  

旅客機および貨物機にて輸送する場合は包装基準 852 で１梱包 5L まで 
貨物機専用として輸送する場合は包装基準 856 で１梱包 60L まで 
 



貨物機専用すると追加で CAO ﾗﾍﾞﾙを使用  
 
 
包装基準 856 を見ると： 

 

 
梱包物がガラス、金属、プラスチック容器の３種の内のどれかとなり、それぞれ１本あたり
の量を確認。 
１梱包あたり合計量は 60L。 



使用可能な外装容器の欄に４Gと明記してあるのでUN4GVの使用が可能と認められます。 

 
 
梱包物の量と寸法を確認後にUN4GV-40/30 を使用と判断すると、 
https://www.unpack.jp/info/4030.pdf 
内寸法；430x310x300mm 
梱包製品+内装容器で 15.4ｋｇ以内 
カートンの重量 1.5ｋｇと緩衝材その他で合計（グロス重量）22ｋｇまで使用可能 
 
上記の内容よりUN4GV-40/30の数量と送り先をご指定いただければ送料を算出します。 
 
 


